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都市再生整備計画　事後評価シート

大野北地区

平成２３年３月

神奈川県相模原市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 ４１９ｈａ

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●※１

●※２

●

45,430

12

 １）事業の実施状況

①関連事業へ変更
②淵野辺駅南口第２自転車駐車場改良事業へ変更

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

（高質空間形成施設）矢部駅自由通路等整備

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

①快適で安全な歩行空間の確保　②自転車駐車場ラック改修事
業からの変更及び拡充を図る　③淵野辺駅跨線橋のバリアフリー
化を図る　④矢部駅南北の町の均衡ある発展を図る

人 44,000 Ｈ16 45,300

1年以内の
達成見込み

84,400

①矢部駅自由通路整備工事等により自転車駐車場を含
めた一体的な整備が必要となったため
②適切な事後評価を行うために追加

なし

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

主要駅の乗降客数 人／日 80,420 Ｈ16

12 Ｈ22

Ｈ22

効果発現要因
（総合所見）

－

フォローアップ
予定時期

自由通路のバリアフリー化、自転車駐車場により直接的な効果
が発揮した。また、幹線道路の改良や跨線橋整備等交通利便
性の向上、商店街の活性化や市民まちづくり活動が間接的に
駅利用を向上させた。

平成24年7月89,750

○－

目標
達成度

○

数　　値

32,970

Ｈ22

矢部駅および周辺整備に関する市民の会の活発な活動によ
り、施設整備計画に市民意向を反映でき、市民まちづくり意識
も向上した。

平成23年6月○

○

街路整備等による住環境の向上（街路整備による駅へのアク
セスの向上や、ゆとりある歩行者空間による安全性・利便性向
上）を図ったことにより、目標値とした定住人口を達成できた。

商店街の活性化活動、および周辺の道路・自転車駐車場等に
よる回遊性の向上により商店街の来街者が増加し、目的が達
成された。

平成26年3月

Ｈ22 －

指標1

7

30,400 Ｈ16 32,300

Ｈ16

地区内定住人口

指標４
まちづくり市民活動開催
回数

指標３

商店街の来街者数 人／日

 ５）実施過程の評価

①基盤事業の整備により、駅を含む周辺の利便性が向上し、歩行者の安全性が高まった。それに伴い、周辺商業地域の活性化にも繋がり、地区商業市街地としてのまちの再生が進められている。
②淵野辺地区における学生と地域との協働によるまちづくりが進んでおり、具体的には、これまで商店街主体で行われていたイベントも企画、準備段階から学生が参加するようになった。また、地域の将来のための様々な事業、特にコミュニティビジネスについ
ても検討が進み、検討の一部は市に対して提案するまでになった。今ではこのような学生と地域との取り組みは、大学と地域という取り組みに発展し、学園都市に相応しい街づくりが一層進んでいる。
③市民の会は、引き続き、本地区の課題に取り組んでいる。メンバーの活動意識も高く、地域のまちづくりに貢献されている。

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

自転車駐車場の改良事
業等による利用者数の
増加

台／年

（地域創造支援事業）街路樹適正配置、自転車駐車場整備（ラック改修）、（まちづくり活動推進事業）市民の会への活動支援

新たに追加し
た事業

①（道路）市道矢部１号、市道淵野辺ほか１１、市道下九沢淵野辺ほか１、②（地域生
活基盤施設）淵野辺駅南口第１・第２自転車駐車場改良事業、③（高質空間形成施設）
淵野辺跨線橋斜路改修事業、④（高次都市施設）矢部立体横断施設整備事業

①（地域創造支援事業）自転車駐車場整備（再整備）
②（事業活用調査）まちづくり交付金事業効果分析業務

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

なし

①駅周辺の利便性の向上及び商店街の活性化の目標に関連するが、指標及び数値目標
は据え置く。
②影響なし

平成24年4月

淵野辺駅南口の自転車駐車場の再整備により利便性が向上
し、利用者数が増加した。また、このことにより歩道の歩行者の
安全性が確保された。
さらに、矢部駅関連道路の改良も利便性と安全性を向上させ、
間接的な要因となった。

－ 平成23年5月

交付期間
の変更

平成１８年度～平成２２年度

指　標

指標２

回／年

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

矢部駅周辺まちづくり市民の会が継続的に地域のまちづくり活
動を実施

※１相模原市街づくり活動推進条例に基づき、今後も市民によるまちづくり活動を支援し、対応す
る
※２学生との協働による商店街の更なる発展を検討する

都市再生整備計画に記載し、実施できた

①ゆとりある歩道の整備などによる地区住民の住環境の向上を図るという目標に関連するが、指標及
び数値目標は据え置く。
②③④駅周辺の利便性の向上及び商店街の活性化の目標に関連するが、指標及び数値目標は据え
置く。

○相模原市街づくり活動推進条例に基づき、今後も市民によるまちづくり活動を支援し、対応する
○平成22年度以降も駅周辺の各種まちづくりに意見を提出し協議を行う予定

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

※１矢部駅周辺まちづくり市民の会とまちづくり意見交換を実施
○平成15年度の会の立ち上げから、駅周辺の各種まちづくりに
意見を提出し協議
※２学生との協働による取組
○商店街の活性化やコミュニティビジネスについて検討

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

モニタリング なし

419,813 Ｈ17

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

効果発現要因
（総合所見）

その他の
数値指標1

－

数　　値

513,960

なし

1,158百万円

大野北地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

①（道路）市道淵野辺境橋道路改良事業
②（地域生活基盤施設）自転車駐車場ラック改修事業

なし

①影響なし
②駅周辺の利便性の向上を図る目標に関連するが、指標及び数値目標は据え置く。

平成１８年度～平成２２年度 平成22年度事後評価実施時期

神奈川県 市町村名 相模原市



様式２－２　地区の概要

単位：人／日 80,420 H16 84,400 H22 89,750 H22

単位：人／日 30,400 H16 32,300 H22 32,970 H22

単位：人 44,000 H16 45,300 H22 45,430 H22

単位：回／年 7 H16 12 H22 12 H22

単位：台/年 419,813 H17 513,960 H22

大野北地区（神奈川県相模原市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

自転車駐車場の改良事業等による利用
者数の増加

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

商店街の来街者数

主要駅の乗降客数

地区内定住人口

まちづくり市民活動開催回数

市民と学生の交流や交通改善による地域活性化と文化と教育の織り成すまちの創造
　駅のバリアフリー化や違法駐輪対策による、駅周辺における利便性の向上を図る。
　地域資源である学生との協働によるまちづくりの推進による商店街の活性化を図る。
　街路の整備やゆとりある歩道の整備などによる地域住民の住環境の向上を図る。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

【効果を持続させるために行う方策】
・駅施設及び自由通路等の利用者事故について安全防止の促進
・矢部駅周辺まちづくり市民の会、学生協働や、商店街によるまちづくりの推進
・改良済み道路空間の維持管理
・自転車駐車場の利用促進及び、路上等への放置防止対策の推進

まちの課題の変化

【当初の課題：改善された事項】
①駅のバリアフリー化等による駅利用者の安全性、利便性の向上：矢部駅周辺まちづくり市民の会との協働で、矢部駅自由通路のバリアフリー化が進み、地域住民に理解される施設整備と駅利用者の移動円滑化
が図られた。
②周辺への大型店の出店などによる地域の小売業の伸び悩み：基盤整備を行うこと以外に、商店街の空き店舗を活用した事業や、ステップアップ事業、および学生との協働などを行うことにより、商店街の来街者の
増加が図られた。
③地域住民の増加に伴う交通渋滞の緩和に向けた都市基盤の整備：市道矢部1号道路改良事業により、矢部駅前の歩行者空間の確保など、街づくりとしての都市基盤整備が充実した。
④歩行者の利便性と安全性の向上を図るための駐輪場対策：自転車駐車場のラック改修、再整備など、利便性の向上を行ったことによる放置自転車等の減少が図られた。

目標値 評価値

Ｎ

基幹事業

提案事業

凡 例

○矢部駅周辺まちづくり
を考える会活動支援

(矢部駅周辺まちづくり市民の会）

□相模富士見線街路樹適正配置事業
L=450ｍ W=18ｍ

■市道矢部1号道路改良事業
矢部駅

淵野辺駅

ＪＲ横浜線

国道１６号線

至八王子

至横浜■駅南口第1自転車駐車場改良事業

○下九沢淵野辺道路改良事業

○淵野辺駅山王道路改良事業

○淵野辺駅北口駅前広場整備事業

○淵野辺駅自由通路整備事業

○淵野辺駅駅舎改良及びバリアフリー化

○淵野辺駅ペデストリアンデッキ整備事業

○商店街ステップアップ事業

○空き店舗活用事業

○青山学院大学開学

○嶽之内当麻道路改良事業
L=500ｍ W=35.5ｍ

○桜美林大学PFC開学

○銀河祭りの開催

○国際交流ラウンジ開設

□自転車駐車場再整備事業

■矢部立体横断施設整備事業

■矢部駅自由通路等整備事業

○淵野辺境橋道路改良事業

■淵野辺跨線橋斜路改修事業

○淵野辺停車場山王道路改良事業
L=450ｍ W=14.3ｍ

□通学路路側帯明色舗装工事（その３）

0 100                                          1000ｍ

500

Ｎ

■市道下九沢淵野辺道路修繕工事

L=230ｍ W=12～18m

■駅南口第２自転車駐車場改良事業

事業活用調査
まちづくり交付金事業効果分析業務

市道矢部１号道路改良事業

矢部駅周辺まちづくりを考え

自転車駐車場再整備事業

淵野辺駅整備事業

空き店舗活用事業

駅南口第２自転車駐車場改良事業

青山学院大学開学


